=p—/n\m= 

ご使用になる前に 
手順を確認する.... 

FOMA 通信ファイル（ドライバ）をインストールする 

Bluetooth 通信を準備する . 

Wi - Fi 機能対応バソコンに接続する 
ドコモコネクションマネージャ ..... 

設定した通信を実行する . 

ダイヤルアップネットワークの設定.… 

ダイヤルアップの設定を行う . 

AT コマンドー覧 . 


八ソコン接続マニュアル 


パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 FOMA 端末でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ 、 「FOMA 
通信設定ファイル」「ドコモコネクションマネージャ」のインストール方法などを説明しています。 
お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 

• ドライバ名やモデム名などで、 FOMA 端末の機種を表す箇所は【機種名】と記載しています。お使 
いの FOMA 端末の機種名に読み替えてください。 

• 本書に記載している画面およびイラストはイメージです。お使いの FOMA 端末により異なります。 

_巳 luetooth 接続および Wi - Fi 接続についての記■は、対応機種のみ対象です。 


14582450298 
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-夕通信 


IfOMA 端末か5利用できるデータ通信 

FOMA 端末とパソコンを接続して利用できるデータ通信は、データ転送 （ OBEX ™ 通信)、パ 
ケット通信と 64 K データ通信に分類されます。 


データ転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 





FOMA 端末 


FOMA 端末 




FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル 02 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


パヶット通信 

送受信されたデータ量に応じて課金され※ 1 、 FOMA 八イスピードエリアでは受信最大 7.2 Mbps % 2 、 送信 
最大 5.7 Mbps % 2 の高速通信を行うことができます。通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化す 
るベストエフォート方式による提供です。少ないデータ量を高速でやりとりするのに適しています。 

• ドコモの PDA 「 sigmarion 皿」でバケット通信をご利用のときは、通信速度が遅くなる場合があります。 

八イスピードエリア対応の高速通信には対応しておりません。 

FOMA ネットワークに接続された社内 LAN にアクセスすることもできます。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 など、 FOMA バケット通信対応アクセスポイントを利 
用します。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）や巳 luetooth 通信※ 3 、 Wi - Fi 接続を使ってパソコンと接 
続したり、専用ケーブルで PDA と接続することにより通信を行います。 

※ l :データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。 
※2:技術規格上の最大値であり、実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なりま 
す。また、 F 0 MA 八イスピードエリア外や HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続 
するとき、またはドコモの PDA 「 sigmarionn 」 など HIGH - SPEED に対応していない機器をご利 
用の場合、通信速度が遅くなる場合があります。 

※巳： Bluetooth 接続の場合、 F 0 MA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度になりますが、 
巳 luetooth 機器間の通信速度に限界があるため、最大速度では通信できない場合があります。 
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64K データ通信 


データ量に関係なく、接続された時間に応じて課金されます。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ などの FOMA 64 K データ通信対応アクセスポイント、 
または ISDN 同期 64 K アクセスポイントを利用します。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2や巳 luetooth 通信を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブル 
で PDA と接続することにより通信を行います。 

※長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。 



接続ヶーブル02 


おしらせ 


•海外や F 0 MA サービスエリア外では、パケット通信は受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps となります。 
•海外でバケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください （ PPP 接続ではバケット通信できません)。 
• Wi - Fi 接続を利用してバケット通信を行う場合は、 PPP 接続で通信を行ってください （ IP 接続ではパケット通 
信できません)。 

• 海外で 64 K データ通信はご利用になれません。 
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利用にあたつての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
となる場合があります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ 
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□パ 
イダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 をご利用いた 
だく場合は、お申し込みが必要（有料）となります。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダなど）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なります。パケット通信を行うときはパケット通信対応の 
接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパスワード）が必要な場合があります。その場合は、通信ソ 
フト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードは接 
続先のインターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内 
容については、インターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい0 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 

パソコンのブラウザで FirstPass 対応サイトを利用する時のアクセス認証では FirstPass (ユーザ証明書） 
が必要です。ドコモのホームページから FirstPass PC ソフトをダウン□—ドし、インストール、設定を 
行ってください。詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 


バケツト通信および 64K データ通信の条件について 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が必要です（日本国内で通信を行う場合です)。 

• FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル02 (別売）を利用できるパソコンであること。 

• F 0 MA サービスエリア内であること。 

• バケツト通信の場合は接続先が F 0 MA のバケツト通信に対応していること。 

• 64 K データ通信の場合は接続先が FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること。 
ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑していたり、電波状態が悪かったりする場合は通信でき 
ないことがあります。 
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ご使用になる前 I 


L 動作環境 

データ通信を利用するためのバソコンの動作環境は以下のとおりです。 


項目 

動作環境 

データ通信 

ドコモコネクションマネージャ 

パソコン本体 

• PC / AT 互換機 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）を使用する場合： USB ポート (Universal 
Serial Bus Specification Revl .1/2 ■◦準拠） 

• Bluetooth 通信を使用する場合： Bluetooth 標準規格 Ver . l .1 、 Ver . l .2 または Ve 「.2.0 +EDR 
準拠（ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル） 

• Wi - Fi 接続を使用する場合：無線 LAN 標準規格 EEE 802.1 lb または EEE 802.11 g 準拠 


• ディスプレイ解像度800 X 600ドット、 
High Color (65,536 色）以上を推奨 

• ディスプレイ解像度1,024 X 60◦ドット以 
上 （1,024 X 768 ドット以上を推奨 )、 High 
Color (65,536 色）以上 


• Windows XP (日本語版） 

• Windows Vista (32 ビット/64ビット）（日 
本語版） 

• Windows 7 (32 ビット/64ビット）（日本 
語版） 

• Windows XP Home Edition SP 3 以降（日 
本語版） 

• Windows XP Professional SP 3 以降（日 
本語版） 

• Windows Vista SP 1 以降 （32 ビット/64 
ビット）（日本語版） 

• Windows 7 (32 ビット/64ビット）（日本 
語版） 

必要メモリ 

• Windows XP :1 28 M バイト以上 

• Windows Vista : 51 2 M バイト以上 

• Windows 7 (32 ビット）：1 G バイト以上 

• Windows 7 (64 ビット）： 2 G バイト以上 

• お使いの 0 S が推奨する環境 

八ードディスク容量％ 2 

• 5 M バイト以上の空き容量 

•10 M バイト以上の空き容量 

Web ブラウザ 


• Internet Explorer 6.0 以上 

メールソフト 


• Windows メール 

• Outlook Express 6.0 


※1: 0 S のアップグレードや追加 • 変更した環境での動作は保証いたしかねます。 
※2 :パソコンのシステム構成によって異なることがあります。 

• 動作環境の最新情報については、ドコモのホームページにてご確認ください。 


おしらせ 


• FOMA 端末をドコモの PDA 「 sigmarionlE 」 と接続してデータ通信を行うことができます。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeuo には対応していません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信には対応していません。 


L 必要な機器 

FOMA 端末とバソコン以外に以下のノ V — ドウエア、ソフトウエアを使います。 

•「 FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル02」（別売）または 「FOMA US 巳接続ケーブル」（別売）※ 1 
•「 F 0 MA 通信設定ファイル」（ドライバ）※ 2 
※つ： USB 接続の場合 

※2 :ドコモのホームページからダウン□—ドしてください。 


おしらせ 


• USB ケーブルは専用の 「 F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02」または 「FOMA USB 接続ケーブル」を 
お買い求めください。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため使用できません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 
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手順を確認する 


データ通信ではダイヤルアップ接続によって、 FOMA データ通信に対応したインターネット 
サービスプ□バイダや LAN に接続できます。 

• FOMA 通信設定ファイルは、 FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
(別売）で接続して、バケット通信、 64 K データ通信やデータ転送 （0 BEX TM 通信）を行うとき 
に必要なソフトウェア（ドライバ）です。 F 0 MA 通信設定ファイルをインス!ルすることで、 
Windows に各ドライノ（が組み込まれます。 

ドコモコネクションマネージャを使うと、バケット通信、 64 K データ通信の設定やダイヤルアッ 
プ作成を簡単に行うことができます。 

定完了までの流れ 

■データ転送 （ OBEXTM 通信）の場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇2をご利用になる場合には、 「 FOMA 通信設定ファイ 
ル」（ドライバ）をインストールしてください。 


[ 「 F 0 MA 通信設定ファイル」（ドライバ）を 
ダウン□—ド、インス!ルする※ 

ドコモのホームぺージからダウン□—ドし、インスIルします。 



データ転送 


※：ドコモケータイ datalink もインスI -- ルしてください。 


5 








■バケツト通信/ 64 K データ通信の場合 


USB 接続の場合 

( FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）の） 
ダウン□—ド、インス!ル/パソコン 
との接続 

• FOMA 通信設定ファイルをドコモのホームページか 
らダウン□—ドし、インス!ルします。 —P.8 
• パソコンと FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル 02 (別売）で接続します。 



[ インス!ル後の確認をする （ P .10) I 


Bluetooth 接続の場合 

〇てソコンと F 0 MA 端末を巳 luet 〇〇 th 通信 
, でワイヤレス接続する （ P .12) 



モデムを確認する （ P .12) 



<「ドコモコネクションマネージャ」を使つ 
て接続先の設定をする場合> 


<「ドコモコネクションマネージャ」 
を使わない場合> 



( ドコモのホームページから「ドコモコ） 
ネクションマネージャ」をダウン□ー ド 
してインス!-ールする 

• ドコモコネクションマネージャを使えるようにしま 
す。「ドコモコネクションマネージャをインス!ル 
I する」 -P.17 ) 




C 設定する 


[ 設定する ) 

• mopera 


•「ドコモコネクションマネージャ」を使わずに通信 

V -その他のプ□バイダ 

J 

1 の設定をします。 —P.22 J 



接続と切断 


接続します。 -P.20 
切断します。 -P.21 


接続と切断 


接続します。 -P.36 
切断します。 —P.3 フ 


※： F0MA 端末とパソコンを接続してインターネットをするには、ブロードパンド接続等に対応した 「moperaU」 （お申し 
込み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもございます。 

詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 


Wi - Fi 接続の場合（パケット通信のみ） 


F 0 MA 端末をアクセスポイントモードにする 

詳細については、 F0MA 端末の取扱説明書<詳細版>をご覧く 
ださい。 


設定する （ P .14) 


接続と切断 
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Lusb モードを r 通信モード」にする 

•パソコンに取り付ける前に設定してください。 

• Bluetooth 接続や Wi - Fi 接続を利用する場合は、設定を行う必要はありません。 

Q MENU ポタン ► 「本体設定」 ► 「外部接続」 ► 「 USB モード」 ► 「通信モード」 
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F 卜 0 - T す通る翻定フバル（ドラィバ）をィンス 


ここでは、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-ール手順を説明します。 

• FOMA 通信設定ファイルをインス I ルする前に、他のプ□グラムが実行中でないことを確認し、 
実行中のプ□グラムがある場合には終了してください。％ 

• FOMA 通信設定ファイルのインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでインス I ルを行うとエラーとなる場 
合があります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフ 
卜社にお問い合わせください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を使用して接続するとき以外は、 FOMA 通信設定ファイ 
ルをインストールする必要はありません。 

※：ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているソフトも終了してください。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをクリックし、「閉じる」または「終了」をクリックし 
ます。 

〇 ドコモのホームページで、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）ダウン□-ド 
のページにアクセスする 

http :// www . nttdocomo . co . jp / suppo 「 t / utilization / application / foma / com _ set / d 「 ive 「/ 
index . html にアクセスしてください。 

Q ご利用の機種のドライバのページへ進む 

Q 使用許諾契約書を確認し、同意する場合は「同意する」をクリックする 

^ ■ 「ファイルのダウン□ードーセキュリティの警告」画面が表示された場合 

「保存」をクリックする 

ファイルの保存先を指定し、ダウン□ードする 

© ダウン□ー ドした「【機種名】 _ driver . exe 」 をダブルクリックし、「実行」 
をクリックする 

画面の指示に従ってファイルの展開先を指定します。 


© 操作5で作成されたフォルダ「【機種名】 _ d 「 ive 「」 内の 「 ReadMe _ txt 」 
を確認し、ご利用のパソコンの OS に合ったインストールファイルをダブ 
ルクリックする 


© ユーザーアカウント制御画面が表示されたら 、 Windows 7の場合は「は 
し、」を 、 Windows Vista の場合は「続行」をクリックする 

Windows XP の場合、ユーザーアカウント制御画面は表示されません。 

© 「ドライバインストール」をクリッ 
クする 

インス I -ールがはじまります。 


『 FOMA ドライパインストールツール | 

RDMA 通信設定ファイル ( ドライノ刪リコンにインストルしま寸。 


ドライパインストール 


キやンセル 
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© 右の画面が表示されたら、 「0 K 」 を 
クリックする 

タイトルバーの表示は、ご利用のパソコンの os 
によって異なります。 



® FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
(別売）を F 0 MA 端末に接続する 

F 0 MA 端末と F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の接続方法については、 F 0 MA 端末の取扱 
説明書 < 詳細版 >をご覧ください。 

^ FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02をパソコンの USB 端子に接続 

パソコンのタスクバーのインジケータにメッセージが表示され、インス I -ールがはじまります。メッ 
セージをクリックしてインストールの進行状況を表示します。 


© 右の画面が表示された場合は、「閉 
じる」をクリックする 

4種類のドライバが表示されていれば、ドライ 
パのインス I -ールは終了です。「インス I -ールし 
たドライバを確認する」 （ P .10) に進みます。 



おしらせ 


•パソコンに F 0 MA 通信設定ファイルをインスI -- ルして、パソコンと F 0 MA 端末を F 0 MA 充電機能付 US 巳接 
続ケーブル 02 で接続すると、 F 0 MA 端末の画面に「1」が表示されます。 
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L インストールしたドライバを確認する 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくインス!-ールされていることを確認します。 
ここでは Windows 7を例にして説明します。 


— 「コント□ールパネル」を選択 

Windows XP の場合 


「スタート」—「コント□ールパネル」を選択 


❷ 


コント□ールパネル内の「システムとセキュリティ」を開く 

Windows Vista の場合 

コント□ールパネル内の「システムとメンテナンス」を開く 


Windows XP の場合 

「パフオーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをクリックする 


❸ 


「デバイスマネージャー」を選択 

ユーザーアカウント制御画面が表示されたら、「はい」をクリックします。 


Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」を選択 

ユーザーアカウント制御画面が表示されたら、「続行」をクリックします。 


Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックする 


〇 各デバイスをクリックしてインス 
I -ールされたドライバ名を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」、「ユニパー 
サルシリアルバスコント□—ラー」※または 「USB 
(Universal Serial Bus ) コント□—ラー」※の下 
にすベてのドライバ名が表示されていることを確 
認します。 

※: Windows Vista および Windows XP では、 
「ユニバーサルシリアルバスコント□ーラ」ま 
たは 「USB (Universal Serial Bus ) コント 
□ーラ」と表示されます。 



デバイス名 

ドライバ名 

ポート （ COM と LPT ) 

• FOMA 【機種名 】 Command Port 

• FOMA 【機種名 】 OBEX Port 

モデム 

• FOMA 【機種名】 

ユニ) サルシリアルパスコント□—ラーまたは 

USB (Universal Serial Bus ) コントローラー 

• FOMA 【機種名】 


おしらせ 


•上記の確認を行った際、すべてのドライバ名が表示されない場合は、アンインス!ル （ P . l 1) の手順に従っ 
て FOMA 通信設定ファイルを削除してから、再度インストールしてください。 
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| j = OMA 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 

ドライバのアンインス!-ールが必要な場合（ドライバをバージョンアップする場合など）は、 
以下の手順で行ってください。ここでは Windows 7と Windows Vista を例にしてアンイン 
ストールを説明します。 

• FOMA 端末とパソコンを接続してしヽる状態では、アンインス I -- ルを実行できません。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインス I ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでアンインストールを行うとエラー 
となる場合があります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイ 
ク□ソフト社にお問い合わせください。 

O FOMA 端末とパソコンが FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別 
売）で接続されている場合は、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 
を取り外す 


© Windows の「プ□グラムと機能」を起動する 

「@」 — 「コント□ールパネル」 — 「プログラムのアンインストール」をクリックする 

Windows XP の場合 

「スタート」—「コント□ールパネル」 — 「プログラムの追加と削除」をクリックする 

© 「FOMA 【機種名】 USB 」 を選択して「アンインス!ルと変更」をク 
リックする 


Windows XP の場合 

「 FOMA 【機種名】 USB 」 を選択 

〇 ユーザーアカウント制御画面が表示されたら、 Windows 7の場合は「は 
し、」を、 Windows Vista の場合は「続行」をクリックする 

Windows XP の場合 

「変更と削除」をクリックする 

Windows XP の場合、ユーザーアカウント制御画面は表示されません。 


❺ 


roKj をクリックしてアンインストールする 

アンインス!-ールを中止する場合は「キャンセル」をクリックします。 


❻ 


「はい」をクリックして Windows を再起動する 

以上でアンインストールは終了です。 

「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてください。 


おしらせ 


• Windows の「プ□グラムと機能」に 「 FOMA 【機種名】 USB 」 が表示されていない場合は、次のように操作 
をしてください。 

① FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）インス! -- ル時に作成したフォルダ「【機種名】 _ d 「 ive 「」 を開く 

② Windows 7 (32 ビット）の場合は「【機種名】 _ d 「 ive 「」— 「【機種名】 _ Win 7_32 J フォルダを開く 
Windows 7 (64 ビット）の場合は「【機種名】 _ d 「 ive 「」— 「【機種名】 _ Win 7_64 J フォルダを開く 
Windows Vista (32 ビット）の場合は「【機種名】 _ d 「 ive 「」— 「【機種名】 _ WinVista 32 J フォルダを開く 
Windows Vista (64 ビット）の場合は「【機種名】 _ d 「 ive 「」— 「【機種名】 _ WinVista 64 J フォルダを開く 
Windows XP の場合は「【機種名】 _ d 「 ive 「」— 「【機種名】 _ Win _ XPJ フォルダを開く 

③ 「【機種名】 _ un . exe 」 ※をダブルクリックする 

※：お使いのパソコンの設定によっては「【機種名】 un 」 と表示されることがあります。 
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Bluetooth 通信を準備する 


巳 luetooth 通信対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続し、データ通信を行います。 

[y V ° ソコンを FOMA 端末に登録し接続する 

はじめて FOMA 端末に接続するバソコンの場合、バソコンを FOMA 端末に登録します。 


〇 

❷ 


MENU ポタン►「便利ツール」 ► 「 Bluetooth 」 ►「ダイヤルアップ登録待機」 

FOMA 端末が接続待機状態となり、ディスプレイに「0(青色)」が点灯します。 

約5分間接続がなかった場合は、自動的に接続待機は解除されます。 

バソコンから Bluetooth デノ（イスの検索と機器登録を行う 

FOMA 端末が接続待機中に、バソコンで機器登録を行ってください。 

パソコンの操作方法については、ご使用のパソコンの取扱説明書をご覧ください（ご覧になる取扱説 
明書によっては、「検索」の代わりに「探索」または「サーチ」、「機器登録」の代わりに「ペアリング」と 
表記されています)。 


❸ 

❹ 


FOMA 端末に機器登録するかどうかのメッセージが表示されたら 「 YES 」 


Bluetooth ノ \° スキーを 入力 

パソコンが機器登録され、パソコンと FOMA 端末がワイヤレスで接続されます。接続が完了すると 
ディスプレイに「0(青色)」が点滅します。 


■ 登録済のバソコンと接続する場合 

FOMA 端末から「ダイヤルアップ登録待機」を選択後、パソコンから接続操作を行うと 、 FOMA 
端末に接続できます。 

「便利ツール」の 「 Bluetooth 」 から「接続待機」を選択し、「ダイヤルアップ」を接続待機状 
態にしているときにパソコンから接続操作を行った場合も接続可能です。 


1/ E デムを確認する 

通信の設定を行う前に、ご使用になるモデム名やダイヤルアップ接続用に設定された COM 
ポート番号を確認します。 


— 「コント□ールパネル」を選択 

Windows XP の場合 

「スタート」—「コントロールパネル」を選択 


❷ 


コント□ールパネル内の「システムとセキュリティ」を開く 

Windows Vista の場合 

コント□ールパネル内の「システムとメンテナンス」を開く 


Windows XP の場合 

「パフオーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをクリックする 
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❸ 


「デバイスマネージヤー」を選択する 

ユーザーアカウント制御画面が表示されたら、「はい」をクリックします。 


Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」を選択する 

ユーザーアカウント制御画面が表示されたら、「続行」をクリックします。 


Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックする 



各デバイスをクリックしてモデム名または COM ポート番号を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」の下にモデム名または COM ポート番号が表示されています。 


L タイヤルアツプの接続待機を停止する 

接続中のダイヤルアツプ通信サービスを停止します。 


❶ 

❷ 


MENU ポタン ► 「便利ツール」 ► 「 Bluetooth 」 ► 「接続待機」 
ダイヤルアップのチェックを外す ► 「完了」に対応するポタンを押す 
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Wi - Fi 機能対応バソコンに接続する 


FOMA 端末をアクセスポイントとすることで、 Wi - Fi 機能対応パソコンと Wi - Fi 接続しパケッ 
卜通信を行うことができます。 

•あらかじめ FOMA 端末をアクセスポイントモードにしておく必要があります。アクセスポイント 
モードにする方法やアクセスポイントモード設定については、 FOMA 端末の取扱説明書<詳細版> 
をご覧ください。 


<例： Windows 7 の場合> 

0「@」 — 「コント□ールパネル」を選択 

© 「ネットワークとインターネット」—「ネットワークの状態とタスクの表 
示」を選択 


© 「ワイヤレスネットワークの管理」を 
クリックする 


V V? «ネットワークとインターネ…,ネットフークと共胃センター 


コン トロール パネル ホーム 


ットフークと夹有 d 

•ク價鐮の表示と® 


:接技のセットアップ 



• ― n - ^ 

PC インター丰ット 

(このコンビユータ_) 

アクティブネットワークの*^ 

現在どの本ットフークに， 


枣ットワーク役菜の変1 

< SL » KtAMWf 宠铲は本、 v 卜勹-々めれ印トア 


Q 「追加」をクリックする 

ネットワークプ□ファイルを手動で作成します」を選択する 

© 「ネットワーク名」、「セキュリティ 
の種類」に、 FOMA 端末に設定さ 
れている ESSID 、 セキュリティ方 
式をそれぞれ設定し、「次へ」をク 
リックする 

「セキュリティの種類」の 「 WPA 2 -パーソナ 
ル」は 「 WPA 2- PSK 」 と同じ意味です。 


gpMA 端末に暗号化機能が設定されている場 

「暗号化の種類」、「セキュリティキー」を 
FOMA 端末と同じ設定にします。 



閉じる」をクリックする 
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ドコモコネクションマネージャ 


ドコモコネクションマネージャは、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利な 
ソフトウェアです。 mopera U のお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定 
を簡単に行うことができます。また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確 
認することもできます。 

本書では、ドコモコネクションマネージャのインス!-ール方法までをご案内いたします。 


※ FOMA 端末を使ってインターネットに接続するためには、定額データブランまたは FOMA サービス、および 
データ通信に対応したインターネットサービスプロバイダ （ moperaU など）のご契約が必要です。詳しくは 
ドコモのホームページをご覧ください。 



料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


従量データ通信のご利用について 


バケット通信を利用して画像を含むサイトやインターネットホームページの閲覧、データのダウンロード 
(例：アプリケーションや音楽 • 動画データ、 0 S • ウイルス対策ソフトのアップデート）などのデータ量の 
多い通信を行うと、通信料が高額となりますのでご注意ください。 

なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに USB 接続ケーブルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパ 
ケット定額サービス「パケ • ホーダイ」、「パケ • ホーダイフル」の定額対象外通信となりますのでご注意く 
ださい。 

L ドコモコネクションマネージャをインス!ルする前に 


• 動作環境について 


ドコモコネクションマネージャを利用するための動作環境については、「動作環境」 （ P .4) をご覧 
ください。 

動作環境の最新情報についてはドコモのホームページでご確認ください。 

• インス I ルするための準備_ 

Q FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を用意する 

料金プラン•割引サービスと、インターネットサービスプロバイダの契約 
W 内容を確認する 
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© ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトがインストールされて 
し、る場合は、必要に応じて自動的に起動しないように設定を変更する 

「ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトのご利用について」 — P .17 


• Internet Explorer の設定について 

ドコモコネクションマネージャをインスIルする前に、 Internet Explorer のインターネットオプ 
ションで、接続の設定をしてください。 

〇 Internet Explorer を起動し、「ツール」—「インターネットオプション」 
を開< 


© 「接続」タブをクリックし、「ダイヤル 
しない」を選択する 


QrOK」 をクリックする 

• ドコモコネクションマネージャを使用するユーザでログオンする 


インターネ•ツトオプシ3ン 


闭函 


:「セキュリティ「ブライパシ 


礴縱]卜驟 ® 

タイヤルアップと仮想ブライべ'-トネットワ^7の設定 


折してく枝い。 


タイヤルしない ( C ) | 

〇ネットワーク接続が存在しないときには、タイヤル狗 ( W ) 
0通常の接続でタイヤルする⑼ 

現在の既定値 ： SAMPLE 

U-M I リアネットワ 4 (LAN) の設定 


微憑聽&ブ»激执 編 イ 


|[ ok ijr 和ン也レ I l 


ドコモコネクションマネージャのインス!-ールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を 
持つユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでインス I -ールを行うとエ 
ラーとなる場合があります。 

■ Windows 7/ Windows Vista の場合 

管理者アカウントが必要です。管理者アカウント以外で□グオンしている場合は、インス!-一 
ルの途中で、管理者のユーザ名とパスワードを入力する画面が表示されます。 


■ Windows XP の場合 

Administrators グループに 所属している ユーザ や 「コンピュータの 管理者」 のユーザで□グ 
オンします。 


• 起動しているアプリケーションをすべて終了する 


ドコモコネクションマネージャのインス!-ールを行う場合は、ウイルス対策ソフトを含む、 
Windows 上に常駐しているプ□グラムも終了します。 

例：タスクバーに表示されているアイコンを右クリックし、「閉じる」または「終了」を選択 
します。 
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• ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトの g 利用について 

• ドコモコネクションマネージャには、以下のソフトと同様の機能が搭載されているため、以下の 
ソフトを同時にご利用いただく必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やア 
ンインス I ルを実施してください。 

■同時にご利用いただく必要のないソフト 

• mopera U かんたんスタート 
• U かんたん接続設定ソフト 

- FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA バイトカウンタ 

• ドコモコネクションマネージャで Mzone (ドコモ公衆無線 LAN サービス）を利用する場合は、以 
下の公衆無線 LAN 接続ソフトをアンインストールしてください。以下のソフトを同時にインス 
I ルした場合、ドコモコネクションマネージャでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティリティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティリティプ□グラム 

I ドコモコネクションマネージャをインストールする 

〇 ドコモのホームぺージで、ドコモコネクションマネージャのべージにア 
クセスする 

http :// www . nttdocomo . co . jp / support / utilization / application / service / connection _ manager / 

にアクセスしてください。 

ドコモコネクションマネージャ （Windows®) へ」をクリックする 

© 「[ドコモコネクションマネージャ （Windows® 用）]ダウン□ー ドへ」を 
クリックする 

使用許諾契約書を確認し、同意する場合は「ダウンロード」の「同意する」 
V> をクリックする 

■ 「ファイルのダウン□ードーセキュリティの警告」画面が表示された場合 

「実行」をクリックする 

© ダウン□ー ドしたファイルを実行し、ユーザーアカウント制御画面が表示 
されたら、 Windows 7の場合は「はい」を、 Windows Vista の場合は 
「続行」をクリックする 

Windows XP の場合、ユーザーアカウント制御画面は表示されません。すぐにセットアッププ□グ 
ラムが起動します。 


Windows 7の場合 


Windows Vista の場合 
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Q 「次へ」をクリックする 


© 注意事項を確認し、「次へ」をク 
リックする 



「ドコモコネクシ 3 ンマネ ーン "ャ J とは、ドコモの FOMA データ通信(定額制および從畺 g 
制)の接続を簡単 I こ行う機能や、從量データ通信の概算額を把握するための料金力 
ウンタなどの機能を^ックージ化した FOMA データ通信用のソフトウェアです。「定額 
データブラ > i ご契約のお客様および『從畺デ-タブラン j を:契約のお客様がご利用 
いただけます。 


■ パケット诵信料の a 額利用に閎する r 汴竞 

■コンピュータ等に接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額 サービ ▼ 


「<戻抑 ） b ； wto > nil キゃン恤 1 


© 使用許諾契約書の内容を確認の 
上、契約内容に同意する場合は「使 
用許諾契約の条項に同意します」 
を選択し、「次へ」をクリックする 



© インストール先を確認し、「次へ」 
をクリックする 

変更がある場合は「変更」をクリックし、任意 
のインストール先を指定して「次へ」をクリツ 
クしてください。 
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インス!-ール」をクリックする 


❿ 


「完了」をクリックする 

これでインス I -ールは完了です。 




L ドコモコネクシヨンマネージャを起動する 


〇 

❷ 


ドコモコネクションマネージャを開く 


€ 


」または「スタート」—「すべてのプログラム 」 —rNTT DOCOMOJ 
ンマネージャ」—「ドコモコネクションマネージャ」の順に開く 


「ドコモコネク 


設定ウィザードに従い設定を行う 

はじめて起動したときには、自動的に設定ウィ 
ザードが表示されます。 

以降はソフトの案内に従って操作 • 設定をする 
ことで、インターネットに接続する準備が整い 
ます。 

詳しくは「ドコモコネクションマネージャ操 
作マニュアル」をご覧ください。 



19 






























設定した通信を実行する 


ドコモコネクションマネージャを開く 

「ドコモコネクションマネージャを起動する」 — P .19 

目的の通信の種類のタブをクリックし、「接続する」をクリックする 

詳しくは「ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル」をご覧ください。 

接続できない場合は、「ダイヤルアップネットワークの設定」 （ P .22)、 「ダイヤルアップの設定を行 
う」 （ P .29) を確認してください。 

•バケット通信中には、通信状態によって FOMA 端末にアイコンが表示されます。 

マ (通信中、データ送信中） 

^ (通信中、データ受信中） 

8 (通信中、データ送受信なし） 

8 (発信中、または切断中） 

S (着信中、または切断中） 


• 64 K データ通信中には、 FOMA 端末に 「 g 」 が表示されます。 





おしらせ 


• FOMA 端末に表示されるアイコンは、お使いの機種により異なる場合があります。詳しくは、 FOMA 端末の取 
扱説明書 < 詳細版 > をご覧ください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）でデータ通信をする場合、異なる FOMA 端末を接続すると 
きは、再度、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインストールが必要となります。 
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1切断のしかた 

インターネットブラウザやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。 
通信をご利用にならない場合は、必ず以下の操作で通信を切断してください。 


〇 ドコモコネクションマネージャから 
「切断する」をクリックする 



Q「OK」 をクリックする 


おしらせ 


• ◦ s アップデートなどにおいて自動更新を設定していると、自動的にソフトウェアが更新され、バケット通信料 
が高額となる場合がございますのでご注意ください。 

鲁パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 
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ダイヤルアップネットワークの設定 


ドコモコネクションマネージャを使わずに、バケット通信/ 64 K データ通信のダイヤルアッ 
プ接続の設定を行う方法について説明します。以下のような流れになります。 

• 64 K データ通信を行う場合は「ダイヤルアップネットワークの設定」は不要です。「ダイヤルアッ 
プの設定を行う」 （ P .29) に進んでください。 


AT コマンドについて 

• AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡 
張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサボートしています。 

• AT コマンドを入力することによって、「データ通信」や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確 
認（表示）をすることができます。 


ICOM ポートを確認する 

接続先 （ APN ) の設定を行う場合、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-ール後 
に組み込まれた 「 FOMA 【機種名】」（モデム）に割り当てられた COM ポート番号を指定する 
必要があります。ここでは COM ポート番号の確認方法について説明します。ここで確認した 
COM ポートは接続先 （ APN ) の設定 （ P .25) で使用します。 

•準備 


ここでは FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を利用した場合を例にして説明します。 
Bluetooth 通信で接続する場合は P . 12を参照してください。 

Q FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を接続する 

© F 0 MA 1 瑞末の電源を入れて F 0 MA 1 瑞末と接続した FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル02をパソコンに接続する 


Windows 7で COM ポートを確認する場合 


0 「@J — 「コント□ールパネル」を開く 

0 コント□ールパネル内の「デバイスとプリンターの表示」を開く 

ご利用中の FOMA 端末名を右クリックして、「モデムの設定」を選択する 

〇 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して rOKJ をクリックする 
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© 「モデム」タブをクリックしてご利 
用中の FOMA 端末の「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「 OK 」 を 
クリックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、 
ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) 
の設定 （ P .25) で使用します。 


画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 


• Windows Vista で COM ポートを確認する場合 


— 「コント□ールパネル」を開く 

© コント□ールパネル内の「八ードウエアとサウンド」 — 「電話とモデムの 
オプション」を開く 

© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して roKj をクリックする 

〇 「モデム」タブをクリックしてご利 
用中の FOMA 端末の「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「0 K 」 を 
クリックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、 

ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) 

の設定 （ P .25) で使用します。 


画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



固 
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• Windows XP で COM ポートを確認する場合 


〇 


「スタート」 
ル」を開く 


「コント□ールパネ 


Windows ム 

@ マイコンビュータ 

Windows XP ツア - 


我 ファィルと設定の転送ゥィザ - ド 

免 接続① ► 

g ブリン$と FAX 

# ペルブとサポート (! i ) 

検索⑤ 

L 

すべてのブ□クラム ( E > 

〇ファイル名を指定して実行 ( E ) … 

!， 

? 

スタート 

PI □財フ (u fb |終了オブション⑪ 


© コント□ールパネル内の「プリン 
夕とその他の八ードウエア」から、 
「電話とモデムのオプション」を開 
< 



© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して roKj をクリックする 

「モデム」タブをクリックしてご利 
W 用中の FOMA 端末の「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「0 K 」 を 
クリックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、 

ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は Bluetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認してください。 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) 

の設定 （ P .25) で使用します。 


画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 
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[ jg 続先 ( APN ) を設定する 


お買い上げ時 cidl : mopera.ne.jp (PPP) cid2 : mopera.net (PPP) cid3 : mopera.net (IP) 
cid4 : mpr.ex-pkt.net (PPP) cid5~ 1 □ :設定なし 


設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 

XP 標準添付の「八イパーターミナル」を使った設定方法を説明します。 

• Windows 7および Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7お 
よび Windows Vista の場合は 、 Windows 7および Windows Vista 対応のソフトを使って設定して 
ください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってください)。 

接続先について < APN/cid > 

•バケツト通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり、電話番号を使用しません。接続には電話 
番号の代わりに APN を設定して接続します。 

• APN 設定とは、パソコンからバケツト通信用の電話帳を登録するようなもので、登録するときは、 
1から10の登録番号 （ cid ) を付与して登録し、その登録番号 （ cid ) を接続先番号の一部として 
使用します。お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 （ APN )「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 2、 3 
には mopera U の接続先 ( APN )「 mope 「 a . net 」#、 cid 4 Camope「a U の接続先 ( APN )「 mpr . ex - 
pkt . net 」 が登録されていますので、 cid 5 〜1〇に接続先 （ APN ) を設定してください。※ 1 

• APN は 「cid (1 〜10までの管理番号)」によって管理されます。接続する接続先番号を「*99 
* * *< cid 番号>#」とすると cid 番号の接続先に接続します。 

• mopera に接続する場合は接続先番号を「 * 99 * * * 1#」に 、 mopera U に接続する場合は、「 * 
99* **3#」にすると、簡単に mopera または mopera U を利用することができます。※ 2 

• APN 設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号など）を登録するのと同じように接続先を FOMA 
端末に登録します。携帯電話の電話帳と比較すると以下のようになります。 



APN 設定 

携帯電話の電話帳 

登録するデータ 

APN 

電話番号 

cid 

電話帳のメモ|」番号 

— 

相手の名前 

登録のしかた 

パソコンを使って登録する 

〇 （ドコモコネクションマネージャ 
などを使用） 

〇 (専用ソフトが必要） 

携帯電話を使って登録する 

X (確認もできません） 

〇 

使いかた 

cid を指定して接続 

電話帳から検索してかける 

— 

FOMA 端末のダイヤルボタンから 
直接電話番号を入力してかける 


• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

• mopera U または mopera 以外の接続先 （ APN ) については、インターネットサービスプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


※つ：「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄に APN を入力して接続するのではなく、 FOMA 端末側に接続先（イン 
ターネットサービスプ□バイダ）についてあらかじめ APN 設定を行います。 

※こ：他のインターネットサービスプロバイダなどに接続する場合は、 APN を設定し、 cid の 5 〜 1 〇番に登録してください。 


<例： Windows XP で FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02 を利用する場合> 

Q FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を接続する 

© F 0 MA 1 瑞末の電源を入れて F 0 MA 1 瑞末と接続した FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル02をパソコンに接続する 

© パソコンで、「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」— 
「通信」—「八イパーターミナル」をクリックして八イパーターミナルを 
起動する 

〇 「今後、このメッセージを表示しない」をチェックし、「はい」をクリック 
する 
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© 「名前」欄に任意の名前を入力し、 
「0 K 」 をクリックする 

ここでは例として 「 sample 」 と入力します。 


格转の設定 ® f 5<| 


^新し〇接続 


名前を入力し、アイコンを逞んで•ください: 


名前吵 1 

I 

| sample ! J 

1 1 

アイコン©: 


■ _參囑戀圖應綠 

dS.1 1 . Mm ■■國 ■■nnll >' >」 



© 「接続方法」からご利用中の FOMA 端 
末を選択し、 「0 K 」 をクリックする 

接続画面が表示されるので、「キャンセル」をク 
リックする 

ご利用中の FOMA 端末の COM ポートを選択で 
きる場合 

COM ポートのプロパティが表示されるので 
roKj をクリックする 
ここでは例として「 COM 3」を選択します。 
実際に「接続方法」で選択する COM ポート 
番号は、 「 COM ポートを確認する」 （ P .22) 
を参照して確認してください。 


格蒺©設定 r?i® 


% sample 

電話番号の情報を入力してください: 


国/地域番号 (0: 旧本 <81〉 ^ 


市外局番迄)： [〇3 


電話番号 (£): 


招続方法 (M): 「FOMA U：^' 

FOMA' 

QQM 1 


COM3" 


IUUM4 

^ C 0 M 5 

[TCP/IP (Winsock) 


ご利用中の FOMA 端末の COM ポートを選択で 
きない場合 

「キャンセル」をクリックして「接続の設定」 
画面を閉じ、以下の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」 — 「プロパティ」を選択 

(2) 「 sample のプ□パティ」画面の「接続の 
設定」タブの「接続方法」欄でご利用中 
の FOMA 端末を選択 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」の 
チェックを外す 

(4) fOKJ をクリックする 



])[ キャンセル ] 
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❼ 


接続先 ( APN ) を入力し、國を押す 

AT + CGDCONT =< cid >, “ PDP — type ” ， “ APN ” 
の形式で入力する 

< cid > : 5〜1◦までのうち任意の番号を入力 
する 

すでに cid が設定してある場合は設定が上書き 
されますので注意してください。 

“ PDP — type " : “ PPP ” または‘‘ IP ” と入力し 
ます。 


“ APN ” ：接続先 （ APN ) を“”で囲んで入力 
します。 

roKj と表示されれば、接続先 （ APN ) の設定 
は完了です。 

例： cid の5香に XXX . abc という APN を設定 
する場合 

AT + CGDC 0 NT =5," PPP "," XXX . abc " 

函と入力します。 



© roKj と表示されることを確認し、「ファイル」メニューを開き、「八イ 
パーターミナルの終了」をクリックして八イパーターミナルを終了する 

「“ sample " と名前付けされた接続を保存しますか？」と表示されますが、とくに保存する必要はあ 
りません。 


おしらせ 


• P.27 の操作7以降、「八イパーターミナル」で入力した AT コマンドが表示されないことがあります。このよう 
なときは、 ATE 1 g と入力すれば、以降に入力する AT コマンドが表示されるようになります。 

• AT コマンドで接続先 （APN) 設定をリセットする場合 

-リセットを行った場合、 cid=l の接続先 (APN) 設定が 「mopera.ne.jp」 （初期値）に、 cid=2、 3の接続先 （APN) 設 
定が 「mopera.net」 （初期値）に、 cid=4 の接続先 (APN) 設定が 「mpr.ex-pkt.net」 (初期値)に戻り、 cid=5 〜10 
の設定は未登録となります。 

<入力方法> 

AT + CGDC0NT=g] (すべての cid をリセットする場合） 

AT + CGDC0NT=〈cid〉 _ (特定の cid のみリセットする場合） 

• AT コマンドで接続先 （APN) 設定を確認する場合 
-現在の設定内容を表示させます。 

<入力方法> 

AT + CGDC0NT?IJI 


L 発信者番号の通知/非通知を設定する 

•パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな 
いの設定）を行うことができます。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十 
分にご注意ください。 

• 発信者番号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う前に AT コマンドで設定できます。 
•発信者番号の通知/非通知、または「設定なし」（初期値）に戻すには* DGPIR コマンド （ P .39) 
で設定します。 


❶ 


「八ィパーターミナル」を起動する 

八イパーターミナルの起動方法については、「接続先 （ APN ) を設定する」 （ P .25) を参照してくだ 
さい0 
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© パケット通信時の発信者番号の通 
知 （186) /非通知 （184) を設 
定する 

「AT * DGPIR=</7 >」 の形式で入力します。 

発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知） 
を付ける場合 

AT 氺 DGPIR=1 國 
と入力する 

発信/着信応答のときに自動的に186 (通知） 
を付ける場合 

AT 氺 DGPIR=2 國 
と入力する 

© roKj と表示されることを確認し、 
「ファイル」メニューの「八イパー 
ターミナルの終了」をクリックす 
る 




おしらせ 


• ドコモのインターネット接続サービス mopera U または mopera をご利用になる場合は、発信者番号を「通知」 
に設定する必要があります。 


ダイヤルアップネットワークでの186 (通知）/184 (非通知）設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186/184を付けることができます。 

* DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で186/184の設定を行った場合、以下 
のようになります。 


ダイヤルアップネットワー 

*DGP 旧コマンドによる 

発信者番号の 

クの設定 (cid = 1 の場合） 

通知/非通知設定 

通知/非通知 


設定なし 

通知 

* 99 * * * 1 # 

非通知 

非通知 


通知 

通知 


設定なし 

非通知（ダイヤルアップネットワークの通知 184 

184 * 99 * * * 1 # 

非通知 

が優先される） 


通知 



設定なし 

通知（ダイヤルアップネットワークの通知 186 が 

186 * 99ホ氺氺1# 

非通知 

優先される） 


通知 
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ダイヤルアップの設定を行う 


• ここではバケット通信で mopera U に接続する場合を例に説明しています。 

•パケット通信で接続する場合 、 mopera U では「*99* **3#」、 mopera では「*99*** 
1#」を接続先の電話番号に入力してください。 64 K データ通信で接続する場合 、 mopera U では 
「*8701」、 mopera では「*9601」を接続先の電話番号に入力してください。 


[Windows 7でダイヤルアップの設定を行う 

「©」 — 「コント□ールパネル」を選択 

「ネットワークの状態とタスクの表 


❶ 

❷ 

新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリックする 

❹ 

❺ 


「ネットワークとインターネット」 
示」を選択 


「ダイヤルアップ接続をセツトアップします」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 


,モデムの選択画面が表示された場 
合は、ご利用中の FOMA 端末をク 
リックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の巳 luetooth リンク経由標準モデムまたは 
巳 luetooth 機器メーカが提供している Bluetooth 
モデムをクリックしてください。 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在する 
ときのみ表示されます。 


❻ぼ 


ダイヤルアップの電話番号」欄を 
接続先の番号を入力する 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名 • パスワードについては空欄のままでも接続 
でさます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー 
名」、「パスワード」欄にプロバイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーザー名とパ 
スワードを入力してください。 

画面はバケツト通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 



❼ 

❽ 


「接続」をクリックし、「スキップ」をクリックする 

ここではすぐに接続せずに設定の確認のみ行います。 

「閉じる」をクリックする 
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© コントロールパネルの「ネットワークとインターネット」— ► 「ネットワー 
クの 状態と タスクの 表示」—「ネットワークに接続」をクリックする 


® 作成したダイヤルアップのアイコンを右クリック 
し、「プ□パティ」をクリックする 


接綾されていません 

H 

jfft] 接耪は使用可能で T 


ダイヤルアップと VPN 

A 

SAMPLE 

<3 

SAMPLE2 /.a 


ネツトフークと共有センターを閎く 


「全般」タブで設定を確認する 

バソコンに2台以上のモデムが接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているときは、「接続の方法」欄でご 
利用中の F 0 MA 端末のみにチェックが付い 
ていることを確認します。 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続している 
ときは、「接続の方法」欄で「モデムーご使 
用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は巳 luetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの名前」のみにチェックが 
付いていることを確認します。 

チェックが付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 



© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンター ネット プ □トコル バージ ヨン 4 ( TCP / 
IPv 4)」のみにチェックを付けます。 


オプション」タブをクリックし、 「 PPP 設定」をクリックする 
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© すべてのチェックを外し、 「0 K 」 を 
クリックする 



❿ 「0 K 」 をクリックする 


[Windows Vista でダイヤルアップの設定を行う 


0「@」 — 「接続先」を開く 

0 「接続またはネットワークをセットアップします」をクリックする 

© 「ダイヤルアップ接続をセツトアップします」を選択し、「次へ」をクリツ 
クする 


〇 モデムの選択画面が表示された場 
合は、ご利用中の FOMA 端末をク 
リックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の巳 luetooth リンク経由標準モデムまたは 
巳 luetooth 機器メーカが提供している巳 luetooth 
モデムをクリックしてください。 



モデムの選択画面は、複数のモデムが存在する 
ときのみ表示されます。 



© 「ダイヤルアップの電話番号」欄を 
選択し、接続先の番号を入力する 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名 • パスワードについては空欄のままでも接続 
できます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー 
名」、「パスワード」欄にプロバイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーザー名とパ 
スワードを入力してください。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 



❻ 


「接続」をクリックし、「スキップ」をクリックする 

ここではすぐに接続せずに設定の確認のみ行います。 


接続をセットアップします」をクリックし、「閉じる」をクリックする 
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@T0J 


-「接続先」を開く 


© 作成したダイヤルアップのアイコ 
ンを右クリックし、「プロパティ」 
をクリックする 




培接主たは ネ^ V 卜つ一々矛七 W ヒアップします 



: 接梡⑼ 1I キヤンセ>レ] 


「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているときは、「接続の方法」欄でご 
利用中の F 0 MA 端末のみにチェックが付い 
ていることを確認します。 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続している 
ときは、「接続の方法」欄で「モデムーご使 
用の Bluetooth リンク経由標準モデムまた 
は巳 luetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの名前」のみにチェックが 
付いていることを確認します。 

チェックが付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 



© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンター ネット プ□トコルバージ ヨン 4 ( TCP / 
IPv 4)」のみにチェックを付けます。ご利用に 
なるプロバイダの指示がある場合は、 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」および、その他の項目に 
チェックを付けます。 


全胺1 オプション| セキュリティ ネットワ4 「共有| 


この掊続は次の項目を使用します(〇): 


-インターネットブロトコルパージョン6 ( TCP / IPv 6) 


0 〕 

tr ■里！ツ pj •-クフアイ 7 H ： フリンタ共有 


□ jgQoS バケツトスケジューラ 

□ 〇土 Microsoft ネットワーク用クライアント 


I 的インスト-ル ( n )„. 1ァし1:スト- 1 1⑴） r ブロパティ(印 I 
!兑明 

伝送制御プロト]ル/インターネットブ〇卜]ル。相互接続されたさまざまな 
ネットワーウ P 制)通信を提併寸る、既定のワイド I リアネットワ ー5 ブロト 
] ルで.す。 


I 匚キャンセル] 
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「オプション」タブをクリックし、 「 PPP 設定」をクリックする 

すべてのチェックを外し、 「0 K 」 を r pi^p 設定 
クリックする 


「0 K 」 をクリックする 


indows XP でダイヤルアップの設定を行う 


「スタート」—「すべてのプ□グラム」 
しい接続ウィザード」の順に開く 

「亲 if しい接続ウィザード」画面が表 
示されたら、「次へ」をクリックす 
る 


「アクセサリ」—「通信」—「新 


「インターネットに接続する」を選択し、「次へ」をクリックする 

「接続を手動でセットアップする」を選択し、「次へ」をクリックする 

「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

「デノ（イスの選択」画面が表示された 
場合は、ご利用中の FOMA 端末のみ 
を選択し、「次へ」をクリックする 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご 
使用の Bluetooth リンク経由標準モデムまたは 
巳 luetooth 機器メーカが提供している Bluetooth 
モデムのみを選択してください。 


「デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在 
するときのみ表示されます。 

( COMx ) は、 「 COM ポートを確認する」 （ P .22) 
で表示される COM ポートの番号です。 


新しい接较ウィザード 

1 デ パイスの 逶択 

接続に使うデバィスを逞択しま，。 

勿 


コンビュ-夕上に推数のタイヤルアッブデパイスがあります。 

この接続に使用するデ/彳イスの逞択 


( 

為 P セ7ム - hUMfl M . I .' • 认; UMW 





1 < 戻碰 II 次へ妙〉 |J [ キゃンセル1 


6 

•CP 拡張を使う (E) 

P 

ノフトウ:[ァによ 5 圧箱を行う (N) 

□ 

替ーリンク接続に対してマルチリンクをネゴシエート tS(M) 

[|_ 0K 一 ] 1 [ キ V>tZ ル 1 



® ❿ 0JJO ❷ 


❸❹ 
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O nsp 名」欄に任意の名前を入力し、 
「次へ」をクリックする 



© 「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「次へ」をクリックする 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


新しい接続ウィザード 


ダイヤルす5電話番号 

kp の電話番号を指定してください。 




馨激 m ; 鱗 m 懲辦麟備漂話番 


I 〈戻る⑧ |jj 次へ妙〉コ |「 キゃンセル| 


❾ 


「次へ」をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名 • パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー 
名」、「パスワード」、「パスワードの確認入力」 
欄にプロバイダまたはネットワーク管理者から 
指定されたユーザー名とパスワードを入力して 
ください。 


新しい接耪ウィザード 


インターネ9トアカウント锸薄 

インタ'-ネットアカウントにサインインするにはア的ント名とパスワードが必要で•す。 


關羅牆離て力しし祕轉識黯屢 


ユ-ザ'-名 <U): Inttdocomo 

^ 1 

パスヮ-ド (£): 

^1 

パスワードの確認入力ぬ〉： ********* 

1 


T5T このコン tf ュ-夕からィンタ -罚 に播続するときは、たれでもこのァヵゥント名ぉょびパスヮ-ドを使用 
0この接続を既定のインターネット接続とする(砂 



][ キゃンセル j 


❿ 


「完了」をクリックする 

新しく作成した接続ウイザードが表示されま 
す0 


新しい接蒺ウィザード 



新しい接続ウィザードの完了 

次の格続の作成に必要な手順は正常に完了しました。 

• この i/ ビュ-夕の寸ベてのュ-ザ-と共有する 
• オペての人に同 b ユーザー名とパスワードを使用する 

この接続は、[ネットワーク接続]フォルダに保存されます。 

嶋搬碰 S3 班観§醒腿 ISIS 

接続を作成してウィザ-ド補 abs には、院了]約リ妁してく妓 u 

1 く戻る(旦） Jlf 完了 jl 1キャンセル1 


® 「スタート」—「すべてのプログラム」4「アクセサリ」4「通信」— 
「ネットワーク接続」を開く 
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© 作成したダイヤルアツプのアイコ 
ンを選択して、「ファイル」メ 
ニューの「プロパティ」を開く 



© - 沒 P 枝索：フォ m jinii - 


アドレス⑪|电ネ 9 トワ-5接続 



圆 


❿ 


「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている 
場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で 
接続しているときは、「接続方法」欄でご利 
用中の FOMA 端末のみにチェックが付いて 
いることを確認します。 

巳 luetooth 通信でワイヤレス接続している 
ときは、「接続方法」欄で「モデムーご使用 
の巳 luetooth リンク経由標準モデムまたは 
巳 luetooth 機器メーカが提供している 
巳 luetooth モデムの名前」のみにチェックが 
付いていることを確認します。 

チェックが付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 


| • SAMPLE® ブ□パテイ 

0B1 

f 全般 1 オブション||セキュリティ||ネットワーク||詳細設定 

_ 


txz! - FOMA - {Com) 


Jj 


0 すべて®デバイスで•同じ番号を呼 u 出す (u 
電話番号 

市外局番 ( e ): 電話番号®: 

C ^ 


構成必.. ) 


|*99***3# 


コ匚他 ( N )) 


国番号/地域番号ぬ)： 


タイヤル馆報を使う⑤ 1 


0接続 B 寺(こ il 知領域にアイコンを表示する勉 


I タイヤル惜報 ( B >| 


画面はバケツト通信で mopera U へ接続する場合の例です。 


© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は 、 「PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択します。 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプロトコル（ TCP / IP )」を選択し 
ます。 「 QoS パケットスケジューラ」は設定変 
更ができませんので、そのままにしておいてく 
ださい。 


❿ 「設定」をクリックする 

© すべてのチェックを外し、 「0 K 」 を 
クリックする 


® 操作14の画面に戻るので rOKJ 
をクリックする 


iv SAMPLE のブ u パティ 问区! 



ppp mm @ 反 1 


-CP 拡張を使う (£) 

カトウIアによる圧縮を行う祕 
_ーリンク接続(こ対してマルチリンクをネゴシエート寸る (M> 

C qk ― 3)[ キャンセルI 
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I ダイヤルアップ接続を実行する 

ここでは、設定したダイヤルアップを使って、バケツト通信のダイヤルアップ接続をする方法につい 
て説明しています。 


<例 ： Windows 7で FOMA 充電機能付 USB ケーブル02を利用する場合> 


O F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で FOMA 端末とバソコ 
ンを接続する 


❷ 「❺」 

❸ 


「コント□ールパネル」—「インターネットへの接続」を開く 


接続先を選択して「次へ」をクリッ 
クする 


《〆)必インタ-ネットへ雜 

既存の接技を使用しますか？ 


固 


© いいえ、新しい接綾を作成します⑹ 
#はい、既存の接模を暹びます CE) 


國 


〇 内容を確認し、「ダイヤル」をク 
リックする 

右の画面は mopera U に接続する場合の例で 
す 。 mopera U または mopera の場合は、ユー 
ザー名 • パスワードについては空欄のままでも 
接続できます。 



<接続中の状態を示す画面が表示されます> 

この間にユーザー名、パスワードの確認など 
のログオン処理が行われます。 


SAMPLE 



に接榜由… 

*99***3#にタイヤル中. 


[ ギゃンセル i 
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< 接続の完了 > 

接続が完了し、接続完了画面が表示された場合は、「閉じる」をクリックしてください （0 S によつ 
てはデスクトップ右下のタスクバーのインジケータから、接続したことを通知するメッセージが 
数秒間表示されます)。 

ブラウザソフトを起動してサイトやインターネットホームページを閲覧したり、電子メールなど 
を利用でぎます。 

接続できない場合は、「ダイヤルアップネットワークの設定」 （ P .22)、 「ダイヤルアップの設定を 
行う」 （ P .29) を再度確認してください。 

通信状態については、 P .20 を参照してください。 


断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは、通信回線が切断されない場合があります。以下の操作 
で確実に切断してください。ここでは Windows 7を例に説明します。 


〇 

❷ 


タスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックする 

インターネット接続の状態画面が表示されます。 

接続中の項目を選択し、「切断」をクリックする 


おしらせ 


[翁パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合があります。 


I こんなときは 

•ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続ができない）場合は、まず以下の項目につい 
て確認してください。 


現象 

チェックする箇所 

FOMA 端末がパソコン上で 
認識でぎない 

-お使いのパソコンが動作環境 ( P .4) を満たしているかを確認してください。 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が入っているか確認してください。 

< FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）を使用する場合> 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）がインス!ルされているか確認してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）がしっかりと接続されていることを確 
認してください。 

- USB モード （ P .7) が「通信モード」になっているか確認してください。 

く巳 luetooth 通信を使用する場合> 

• 巳 luetooth 機器がダイヤルアップ通信サービスで接続されているかを確認してください。 

相手先に接続でき■ない 

• ID (ユーザー名）やパスワードの設定が正しいかどうか確認してください。 

-接続先が発信者番号の通知を要求する場合は、電話番号に「184」を付加していないかど 
うかを確認してください。 

-モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」にチェックが付いていることを確認してくだ 
さい 0 

• 接続先の APN が正しいかどうかを確認してください。 

• 上記の確認を行っても相手先に接続できない場合は、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワーク管理者に設定方法などについてご相談ください。 
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AT コマン 



| j = OMA 端末か 5 使用できる AT コマンド 

• AT コマンドー覧では、以下の略を使用しています。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定が初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定が保存されるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すこ 
とができます。 

• 外部機器から発信 • AT コマンド発信を行った場合、众モ_ド/デュアルモードのときは A ナンパー 
で、 B モードのときは B ナンバーで発信します。 

|^ E デム ポー トコマンドー覧 

FOMA 【機種名】（モデム）で使用できるコマンドです。 

• Bluetooth 接続で実行する場合、「:」の後ろに半角スペースが付いてリザルトが表示されます。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A/ 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキヤ 

U ツジリターンは不要で 
す。 


A/ 

0K 

AT 


本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付 
加することで、 FOMA 端末のモデム機能を制 
御することができます。 

※ AT のみ入力した場合でも 0K が応答され 
ます。 

AT 

OK 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを 
is<7J\ しよ9 〇 


AT%V 

Verl.OQ 

OK 

AT&C/7 

DTE への回路 CD 信号の動作 

/7=0 : CD は常に ON 

AT&C1 

[&F] [&W] 

条件を選択します。 

/?=1: CD は相手モデムのキヤリアに応じ 
て変化する（初期値） 

OK 

AT&D/7 

DTE から受け取る回路 ER 

n =0 : ER の状態を無視する（常に ON とみ 

AT&D1 

[&F] [&W] 

信号が ON /OFF 遷移した 
ときの動作を選択します。 

なす） 

77=1: ER が ON から OFF に変わると、才 
ンラインコマンド状態になる 
/?=2 : ER が ON から OFF に変わると回線を 
切断し、オフラインコマンド状態にな 
る（初期値） 

OK 

AT& Ea ? 

接続時の速度表示の仕様を 

n = 0 :無線区間通信速度を表示する 

AT&EO 

[&F] [&W] 

選択します。 

/?=1: DTE シリアル通信速度を表示する 
(初期値） 

OK 

AT&F/7 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 

/7=0のみ指定可能（省略可） 

(オフラインモード時） 
AT&F 

OK 

AT&F? 

ERROR 

AT&F=? 

ERROR 

(オンラインコマンドモード時） 
AT&F 

NO CARRIER 
(オフラインモードへ移行） 

AT&S/7 

DTE へ出力するデータセツ 

/?=◦ : DR は常に ON (初期彳直） 

AT&SO 


トレディ信号の制御を設定 

/?=1: DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[&F] [&W] 

します。 

ON 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT & W /7 

現在の設定値を記憶しま 
す。 

/7=0のみ指定可能（省略可） 

AT & W 0 

0 K 

AT&W 

0 K 

AT & W ? 

ERROR 

AT&W = ? 

ERROR 

AT * DANTE 

FOMA 端末の電波の受信レ 
ベルを表示します。 

0： FOMA 端末の電波の受信レベルが圏外と 
表示される状態 

1: FOMA 端末の電波の受信レベルが0本 
または1本の状態 

2： FOMA 端末の電波の受信レベルが2本の 
状態 

3 : FOMA 端末の電波の受信レベルが3本の 
状態 

AT * DANTE 

* DANTE :3 

OK 

AT * DANTE = ? 

* DANTE :(0-3) 

OK 

AT * DGANSM =/7 

バケット着信呼に対する着 
信拒否/許可設定のモード 
を設定します。本コマンド 
による設定は、設定コマン 
ド入力後のバケット通信着 
信呼に対し有効となりま 
す。 

/7=0 :着信拒否設定 （AT * DGARL ) および着 
信許可設定 （ AT * DGAPL ) を無効にす 
る（初期値） 

/?=1:着信拒否設定を有効にする 

77=2 :着信許可設定を有効にする 

AT * DGANSM ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGANSM =0 

OK 

AT * DGANSM ? 

* DGANSM : 〇 

OK 

AT * DGAPL =/7[, cid ] 

バケット着信呼に対して着 
信許可を行う APN を設定 
します。 APN の設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cid > パラ 
メータを用います。 

/?=◦ : < cid > で定義された APN を着信許 
可リストに追加する 

/?=1: < cid > で定義された APN を着信許 
可リストから削除する 
< cid > が省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGAPL ? 

:着信許可リストを表示する 

AT * DGAPL =0,5 

OK 

AT * DGAPL ? 

* DGAPL :1 

OK 

AT * DGAPL =1 

OK 

AT * DGAPL ? 

OK 

AT * DGARL =/7[, cid ] 

バケット着信呼に対して着 
信拒否を行う APN を設定 
します。 APN 言受定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cid > パラ 
メータを用います。 

/?= ◦ : < cid > で定義された APN を着信拒 
否リストに追加する 

/?=1: < cid > で定義された APN を着信拒 
否リストから削除する 
< cid > が省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGARL ? 

:着信拒否リストを表示する 

AT * DGARL =0,5 

OK 

AT * DGARL ? 

* DGARL :1 

OK 

AT * DGARL =1 

OK 

AT * DGARL ? 

OK 

AT * DGPIR =/7 

本コマンドの設定は、パ 
ケット通信の発信時、着信 
時の通知 • 非通知設定が有 
効となります。 
ダイヤルアップネットワ_ 
クでの設定でち、接続先の 
番号に186 (通知）/184 
(非通知）を付けることがで 
ぎます （ P .27)。 

n =0 : APN をそのまま使用する（初期値） 
/?=1: APN に“184” を付加して使用す 
る（常に非通知） 

/?=2 : APN に“186” を付加して使用す 
る（常に通知） 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGPIR =0 

OK 

AT * DGPIR ? 

* DGPIR : 〇 

OK 

AT*DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します。 


AT * DRPW 

* DRPW : 〇 

OK 

AT * DRPW =? 

* DRPW :(0-75) 

OK 

AT+CAOC 

現在の課金値の問い合わせ 
を行います。 


AT+CAOC 
+ CA 0 C :" 00001 4" 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 

リザルト ： +C 巳 C : く bcs >, く bcl > 

AT+CBC 


7 J\UcS 9 〇 

bcs : 

+ CBC : 〇,7〇 



0:電池パックから電源が供給されている 

0 K 



1:電池パックから電源が供給されていない 

AT + CBC ? 



2 : FOMA 端末に電池パックが接続されて 

ERROR 



いない 

AT + CBC =? 



3 :電源供給エラーにより FOMA 端末から 

+ CBC :(0-3),(0-100) 



の発信不可 

OK 



bcl : 




0 :電池残量なし、または電池パック未接続 




1〜100 :電池残量あり 


AT+CBST 

利用するベアラサービスを 

書式： AT + C 巳 ST =<">, 1，〇 

AT + CBST =134,1,0 


切り替えます。 

/?=!16: 64,000 bps(bit transparent ) 

OK 



(初期値） 

AT + CBST ? 



/7=134 ： 64,000 bps ( multimedia ) 

+ CBST : 134，1 ,0 

OK 

AT + CBST =? 
+ CBST :(1 16,13 4), 
(1).(0) 

[& F ] [& W ] 



OK 

AT + CDIP =/7 

着信時に、着サブアドレス 

/?=0 :着サブアドレスを通知しない （ 初期 

AT + CDIP =0 


を通知するかどうかを設定 

値） 

OK 


します。マルチナンバー契 

/7=1:着サブアドレスを通知する 



約状態を問い合わせます。 

AT + CDIP ? 

AT + CDIP ? 



:現在の設定値を表示する 

+ CDIP :0,1 



+ CDIP :",/77 

777= 0 :マルチナンパー未契約 
m = 1:マルチナンパー契約中 

OK 

[& F ] [& W ] 


/77= 2 :不明 


AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

リザルト： + CEER : く report 〉 

AT+CEER 


します。 

report :切断理由一覧 ( P .51) 

+ CEER :36 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。 

P .48 

P .48 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時 
にネットワーク側から通知 
される QoS (サービス品質） 
を許容するかどうかの判定 
基準値を登録します。 

P .48 

P .48 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信 
時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

P .49 

P .49 

AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを 

- 

AT+CGMR 


is<7J\ しよ 9 〇 


12345 XXXXXXXXXXX 
OK 

AT + CGREG =/7 

ネットワーク登録状態を通 

/7=0 :通知なし（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどうかを設定しま 

/7=1:通知あり 

OK (通知ありに設定） 


す0 

圏内 • 圏外が切り替わったときに通 

AT + CGREG ? 


応答される通知により圏内 

知する 

+ CGREG : 1,0 


/圏外を表示します。 

AT + CGREG ? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT + CGREG =? 



+ CGREG ：</7>,< stat > 

+ CGREG : (0,1) 



n :設定値 

OK 



stat : 

(圏外） 



0:パケット圏外 




1:パケット圏内 

(圏外から圏内に移動 



4 :不明 

した場合） 

[& F ] [& W ] 


5:パケット圏内 

+ CGREG :! 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

— 

AT+CGSN 


爪しま9 〇 


1 2345 XXXXXXXXXXX 
0 K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT + CLIP =/7 

64 K データ通信の着信時 

/7=0 : 

リザルトを出さない（初期値） 

AT + CL 1 P =0 


に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示できます。 

n = 1: 

リザルトを出す 

0 K 



AT + CLIP ? 

AT + CLIP ? 




現在の設定値を表示する 

+ CLIP :0,1 



+ CLIP ：/7,/77 

777=0 :発信時に相手に番号を通知しない 

OK 




NW 設定 

(+ CLIP =1 設定時に着 



m - 1 

:発信時に相手に番号を通知する NW 

信） 




設定 

RING 



777 =2 

:不明 

+ CLIP : 

"090 XXXXXXXXM 77," 

[& F ] [& W ] 




123", 136 

AT + CLIR =/7 

64 K データ通信の発信時 

/7=0 

CLIR サービスの契約に従う 

AT + CLIR =0 


に、電話番号を相手に通知 

n - 1 

通話相手に番号発信しない 

OK 


するかどうかを設定しま 
す。 

77=2 

通話相手に番号発信する（初期値） 

AT + CLIR ? 



AT + CLIR ? 

+ CLIR :0,1 




現在の設定値を表示する 

OK 



+ CLIR ：/7,/77 




/77=0 : 

CLIR は起動していない（常時通知） 

AT + CLIR =? 



777=1 

: CLIR は起動している（常時非通知） 

+ CUR :(0-2) 



m =2 

:不明 

OK 



/77=3 

: CLIR テンポラリーモード(非通知デ 
フオルト） 




/77=4： CLIR テンポラリーモード（通知デ 





フオルト） 


AT + CMEE =/7 

FOMA 端末のエラーレポー 

/7=0 : 

ERROR リザルトを用いる（初期値） 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行いま 

n = 1: 

+CME ERR 0 R :< e「「>U ザ J レト 

OK 


す。 


コードを使用し、 < e 「「> は数値を用 

AT+CNUM 




いる 

ERROR 



77=2 

: +CME ERR 0 R :< err > リザ J レト 

AT + CMEE =1 




コードを使用し、 < e 「「> は文字を用 

OK 




いる 

AT+CNUM 



AT + CMEE ? :現在の設定値を表示する 

+CME ERROR :10 



右記は FOMA 端末や接続に異常がある場 

AT + CMEE =2 



合のコマンドの実行例です。 

OK 





AT+CNUM 



+CME ERROR U ザルトコードは以下の 

+CME ERR 0 R:SIM 



とおりです。 

not inserted 



1 : no connection to phone 




10 : 

SIM not inserted 




15: SIM wrong 

16: incorrect password 


[& F ] [& W ] 


100 : unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表 

U ザルト： + CNUM : ，く number 〉 ，く type 〉 

AT+CNUM 


爪します0 

number :電話番号 

+ CNUM :,"+8190 XX 



type 

129または145 

XXXXXX ",145 



129 

国際アクセスコード+を含まない 

OK 



145 

国際アクセスコード+を含む 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+COPS 

接続する通信事業者を選択 
します。 

書式： AT + COPS =< mode >,2,< oper > 

mode =0 :才一卜（自動的にネットワーク 
を検索して通信事業者を切り替 
える） 

mode=l :マニュアル（く ope 「> に指定さ 
れた通信事業者に接続する） 
mode =2 :通信事業者との接続を解除（切 
断）する 

mode =3 :マッピングを行わない 
mode =4 :マニュアルオート（く ope 「> に 
指定された通信事業者に接続で 
きなかった場合に「才_卜」の 
処理を行う） 

< ope 「> は国番号 （ MCC ) とネットワーク 
番号 （ MNC ) からなる16進数の値で示す。 
書式は以下のとおりです。 

Digit 1 of MCC - • - octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC - • - octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of MCC … octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC … octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC … octet 3 bits 5 to 8. 

AT + C 0 PS =0 

OK 

AT + COPS ? 

+ C 0 PS :0 

OK 

AT + COPS =? 
+ C 0 PS :(2,„"44 F 00 
1"),(3,„"44 F 002")„( 
0,1,3),(2) 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号が 
使用できるかどうかを表示 

リザルト： + CPAS :< pas > 

AT+CPAS 

+ CPAS :0 


します。 

pas : 

0 : FOMA ^ 末への制御信号の送受信が可能 

1: FOMA 端末への制御信号の送受信が不 
可能 

2 :不明(制御信号の送受信は保証されない） 

3 : FOMA 端末への制御信号の送受信が可 

能、かつ着信中 

4 : FOMA 端末への制御信号の送受信が可 

能、かつ通信中 

OK 

AT + CPAS ? 

ERROR 

AT + CPAS =? 

+ CPAS :(0-4) 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPIN 

FOMA 端末に PIN コードを 

書式： AT + CPIN ="< pin >","< newpin >" 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 


入力します。 

本コマンドは AT + CPIN ? を入力して 

READY が応答される状態） 



応答されるリザルトコードの状態に 

AT + CPIN ="1234" 



よって FOMA 端末の PIN 1コード、 
PIN 2 コードおよび PIN □ック解除 

ERROR 



コードを入力するためのコマンドで 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す0 

READY が応答される状態） 



画面にて PIN コード入力や PIN □ック 

AT + CPIN =" 12345678", 



解除コードを要求されている場合で 

"1234" 



も、 AT + CPIN ? 入力時のリザルトコー 

ERROR 



ドの状態によって本コマンドを利用 
して PIN 入力ができない場合がありま 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 PIN コード変更を目的として本コマ 

SIM PIN が応答される状態） 



ンドを使用しないでください。く pin 〉 と 

AT + CPIN ="1234" 



く newpin 〉 は""で囲んでください。 

OK 



AT + CPIN ? の U ザルト 




+CPIN : READY : PIN 1 コード、 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



PIN 2 コード、 PIN 1□ック解除コー 

SIM PUK が応答される状態 



ド、 PIN 2 ロック解除コードが入力 

: PIN 1 ロック状態） 



できない状態 

AT + CPIN =" 12345678", 



+CPIN : SIM PIN : PIN 1 入力待ち 

"1234" 



状態 

+CPIN : SIM PIN 2： PIN 2 入力待ち 

OK 



状態 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



+CPIN : SIM PUK ： PIN 1 _ク状 

SIM PUK 2 が応答される状 



態 （ PIN 1 ロック解除コード入力可） 

態: PIN 2 ロック状態） 



+CPIN : SIM PUK 2 : PIN 2 ロック 

AT + CPIN 二"1234567 8", 



状態 （ PIN 2 ロック解除コード入力 

"1234" 



可） 

右記は PIN コード「1234 」、 PIN 

0 K 



ロック解除コード「12345678」 

AT + CPIN ? 



の入力例です。 

+ CPIN:READY 




OK 




AT + CPIN =? 

OK 

AT + CR =/7 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しない（初期値） 

AT + CR =1 


リザルトコードを表示する 

n - 1:表示する 

OK 


前に、ベアラサービス種別 

< se 「 v > :パケット通信を意味する 

ATD * 99 * * * 1 # 


を表示します。 

" GPRS ” のみ表示する 

+CR : GPRS 



(回線種別により “ SYNC ” ， 
“ AV 64 K ” を表示） 

CONNECT 



AT + CR ? 


[& F ] [& W ] 


:現在の設定値を表示する 


AT + CRC =/7 

着信時に拡張リザルトコー 

/?=◦ : + CRING を使用しない（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどうかを設 

/7=1: + CRING .く type > を使用する 

OK 


定します。 

+ CRING の書式は以下のとおりです。 

AT + CRC ? 



+CRING : SYNC 

+CRC : 0 



+CRING : AV 64 K 

OK 



: GPRS a PPP " ，， < APN >" 

(PPPoverUD 着信時） 



AT + CRC ? 

+CRING : SYNC 



:現在の設定値を表示する 

( AV 64 K 着信時） 
+CRING : AV 64 K 
( PPP バケット着信時） 

+ CRING : GPRS 




" PPP ” "， 

[& F ] [& W ] 



"< APN >" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =/7 

[& F ] [& W ] 

圏内 • 圏外情報の表示に関 
するリザルト表示の有無を 
設定します。 

• 0 S によっては設定でき 
ない場合があります。 

/7=0 :通知なし（初期値） 

/7=1:通知あり 

圏内 • 圏外が切り替わったときに通 
知する 

AT + CREG ? 

:現在の設定値を表示する 
+CREG : </7>,< stat > 
n :設定値 
stat : 

0 :音声圏外 

1:音声圏内 

4 :不明 

5 :音声圏内 

AT + CREG =1 

0 K 

(通知ありに設定） 

AT + CREG ? 

+CREG :1,0 

0 K 

(圏外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+CREG :1 

AT+CUSD 

[& F ] [& W ] 

付加サービス等に関し、 
ネットワークの設定を変 
更、設定内容の問い合わせ 
を行います。 

書式： AT + CUSD =< n >,"< str >"[,0] 

/7=0 :中間リザルト 

< m >[< st 「>,< dcs >] を送出しな 
い(初期値) 

/7=1:中間リザルト 

< m >[< str >,< dcs >] を送出する 

中間 U ザルト： 

/77= u :習又!^兀 _f 

/77=1:ネットワークから情報要求あり。 

str : 〇〜9、#、 * のみ使用可能。 

く st 「> は""で囲む 

AT + CUSD =0, 

" xxxxxxxxx " 

OK 

AT + CUSD =1,"*148 
* 1 * 0000#", 0 
+ CUSD :0,"148*7#",0 
OK 

AT + CUSD ? 

+ CUSD : 〇 

OK 

AT+CUSD =? 
+ CUSD :(0,1) 

OK 

AT + FCLASS =/7 
[& F ] [& W ] 

FOMA 端末がサボートする 
通信種別を設定します。 

/?=◦ :データのみサボート（初期値） 

AT + FCLASS =0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のサボート範囲を表示しま 
す。 

リザルト： + GCAP : く area 〉 ，く area 〉 ，く area 〉 
area : 

+CGSM : GSM コマンドの一部またはす 
ベてがサボートされている 
+FCLASS : + FCLASS コマンドがサポー 
卜されている 

+W : + W コマンドがサボートされて 

いる 

AT+GCAP 
+ GCAP :+ CGSM,+F 
CLASS,+W 

OK 

AT+GMI 

メーカ名を表示します。 


AT+GMI 

NEC 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示 
します。 


AT+GMM 

FOMA 【機種名】 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを 
is <7 J \ しよ 9 〇 


AT+GMR 

Verl .00 

OK 

AT + IFC =/7,/77 

[& F ] [& W ] 

フロー制御方式を選択しま 
す 。 

n : DCE by DTE 
m : DTE by DCE 

0: フロ _ 制御なし 

1: X 0 N / X 0 FF フロー制御 

2： RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御 
初期値は/7/77=2,2 

AT + IFC ? :現在の設定値を表示する 

AT + IFC =2,2 

OK 

AT + IFC ? 

+IFC : 2,2 

OK 

AT + IFC =? 

+ IFC ： (0,1,2) ,(0,1,2) 

OK 

AT + WS 46 

FOMA 端末の無線通信モー 
ドを表示します。 

12 : GSM / GPRS 固定モード 

22 : 3 G 固定モード 

25 : Auto モード 

AT + WS 46? 

25 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 

- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 


El Q 0 VI X 4 & C 1 


表爪します0 


& D 2 &S 〇 & E 1 ¥ V 0 
S 000=000 

SO 〇 2=043 

S 〇〇 3=013 
S 004=010 

SO 〇 5=008 

S 〇〇 6=005 

S 〇〇 7=060 
S 008=003 

SO 10=001 
S 030=000 

SI 03=001 

SI 04=001 

OK 

AT ¥ V /7 

接続時の応答コード仕様を 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない 

AT ¥ V 0 


選択します。 

(初期値） 

OK 

[& F ] [& W ] 


/7=1:拡張リザルトコードを使用する 


ATA 

FOMA 端末が着信したモー 

— 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 


ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

ATD * 99 * * * < cid ># :パケット通信 

<パケツト通信 > 


メータ、ダイヤルパラメー 

< cid > 1〜10 : + CGDC 0 NT 設定した 

ATD * 99 * * * 1 # 


夕の指定に従って自動発信 

APN を表す 

CONNECT 


処理を行います。 

AT + CBST =1 16,1,◦設定時 

<64 K 通信 > 



ATD < 電話番号> : 64 K 通信 

AT + CBST =1 16,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + CBST =134,1, ◦設定時 

く AV 64 K 通信 > 



ATD < 電話番号> : AV 64 K 通信 

AT + CBST =134,1,0 

OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 

ATE /7 

コマンドモードにおいて 

/7=0 :エコーパックなし 

ATE 1 


DTE に対するエコーバック 

/?=1:エコーパックあり（初期値） 

OK 

[& F ] [& W ] 

の有無を指定します。 



ATH /7 

FOMA 端末に対してオン 

n =0 :回線を切断する（省略可） 

(バケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 

OK 

ATH 

NO CARRIER 

ATI " 

認識コードを表示します。 

/?=◦:「NTT DoCoMo 」 を表示する 

ATIO 



/?=!:製品名を表示する （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



/7=2 : FOMA 端末のパージョンを表示す 

OK 



る （+ GMR と同じ） 

ATM 



/?= 3 : ACMP 信号の各要素を表示する 

FOMA 【機種名】 



/?=4: FOMA 端末の有する通信機能の詳 

OK 



細を表示する 


ATO /7 

通信中にオンラインコマン 

/?=◦ :オンラインコマンドモードからオン 

ATO 


ドモードから、オンライン 

ラインデータモードに戻す(省略可） 

CONNECT 


データモードに戻ります。 



ATQ /7 

DTE へのリザルトコードを 

/?=◦ :リザルトコードを表示する(初期値） 

ATQO 


表示するかどうか設定しま 

/7=1:リザルトコードを表示しない 

OK 


す。 


ATQ 1 

(このとき、 OK は応答 

[& F ] [ SAN ] 



されません） 

ATS 0=/7 

l = OMA 端末が自動着信する 

/7=0 :自動着信しない（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

77=1-255 :指定したリング回数で自動着 

OK 


します。 

信する 

ATSO ? 



ATS 0? :現在の設定値を表示する 

000 

[& F ] [& W ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 2=/7 

エスケープキャラクタの設 

/?=43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

77=127 :エスケープ処理は無効 

0 K 



ATS 2? :現在の設定値を表示する 

ATS 2? 

043 

[& F ] 



OK 

ATS 3=/7 

キャリッジリターン （ CR ) 

/?=13 :初期値(/7=13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 

ATS 3? :現在の設定値を表示する 

OK 


す。 


ATS 3? 

013 

[& F ] 



OK 

ATS 4=/7 

ラインフィード ( LF ) キャ 

/7=10 :初期値(/7=10のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? :現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 4? 

010 

[& F ] 



OK 

ATS 5=/7 

バックスぺース ( BS ) キャ 

n=Q :初期値（/?=8のみ指定可） 

ATS 5=8 


ラクタの設定を行います。 

ATS 5? :現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 5? 

008 

[& F ] 



OK 

ATS 6=/7 

ダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 6=5 


時間（秒）を設定します。 

ません。 

OK 

ATS 6? 

005 

OK 

ATS 6 = ? 

[& F ] 



ERROR 

ATS 8=/7 

カンマダイヤルによるポー 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 8=3 


ズ時間（秒）を設定します。 

ません。 

OK 

ATS 8? 

003 

OK 

ATS 8 = ? 

[& F ] 



ERROR 

ATS 10=/7 

自動切断遅延時間設定 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 10=1 


(1/10 秒） 

ません。 

OK 

ATS 10? 

001 

OK 

ATS 10 = ? 

[& F ][& W ] 



ERROR 

ATS 30=/? 

ユーザ データの送受信がな 

/7=0 :不活動タイマオフ（初期値） 

ATS 30=0 


い場合、この時間で切断し 

/7=0〜255 

OK 


ます。 

/?は分単位で設定します。 

ATS 30? 

000 

OK 




ATS 30=? 

[& F ] 



ERROR 

ATS 103=/? 

着サブアドレスキャラクタ 

/7=0 : * 

ATS 103=0 


を設定します。 

/7=1：/ (初期値） 

/?=2 : ¥ (¥ マークあるいはパックスラッ 

OK 



シュ） 

ATS 103? 

000 

OK 




ATS 1 03=? 

[& F ] 



ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATS 1 04=/? 

発サブアドレスキャラクタ 
を設定します。 

/7=0 ： # 

n = 1 :% (初期値） 

/7=2 ： & 

ATS 104=0 

0K 

ATS 104? 

000 

OK 

[&F] 



ATS 104=? 

ERROR 

ATV/7 

[&F] [&W] 

すべてのリザルトコードを 
数字表記または英文字表記 
に設定します。 

/?=◦: リザルトコードを数値で返送する 
/7=1 :リザルトコードを文字で返送する 
(初期値） 

ATV1 

OK 

ATX" 

[&F] [&W] 

接続時の CONNECT 表示に 
速度表示の有無を設定しま 
す0 

また、ビジー!-ーン、ダイ 
ヤルトーンの検出を行いま 
す。 

/?=0 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 -ーン検出なし、速度表示なし 
/7=1 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 ン検出なし、速度表示あり 

77=2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1 -ーン検出なし、速度表示あり 
n =3 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 ン検出あり、速度表示あり 
n =4 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1 ン検出あり、速度表示あり 
(初期値） 

ATX1 

OK 

ATZ 

設定を不揮発メモリの内容 
にリセットします。 

通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 


(オンラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

NO CARRIER 
(オフラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

0K 

+++ 

オンライン データ モードの 
とき、エスケープシーケン 
スが実行されると回線を切 
断することなくオンライン 
コマンド状態に移ります。 


(オンライン データ モード） 
+++ (表爪は見えない） 
0K 
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• AT コマンドの補足説明 


■動作しないコマンド 

以下のコマンドは、エラーにはなりませんがコマンドの動作はしません。 

• ATT ( 卜ーン設定） 

• ATP (パルス設定） 

■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGDCONT =[ < cid >[ ,"< PDP _ type >"[ ,"< APN >"]]] 

• パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は以下のコマンド実行例を参照してください。 
众似※ 1 :1〜1〇 
く卩〇卩ゴソロ ㊀ 〉※ 2 : PPP または IP 
く APKD ^ 3 : 任意 

※ l :< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は1〜1◦が登録できます。く cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=2、 3には mopera.net が、く cid >=4 
には mpr . ex - pkt . net が初期値として登録されていますので、 cid は5〜1 ◦ に設定します。 

※2 :< PDP _ type > は、接続方式です。 FOMA 端末は PPP または IP を指定できます。 < cid >= l 、 2、4には 
PPP が、 < cid >=3 には IP が初期値として登録されています。なお、アクセスポイントモードの接続先とし 
て使用する場合は PPP を指定します。 

※巳 ：< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGDCONT =： すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGDCONT =< cid >: 指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGDCONT =?: 設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGDCONT ?： 現在の設定を表示します。 

• コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGDC 0 NT =5,” PPP ? abc ” 

OK 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

•概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基準 
値を登録します。 

設定パターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パターンが設定できます。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGEQMIN =[< cid >[ ，，く Maximum bitrate UL >[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 

< cid >^ 1 : 1 〜 10 

く Maximum bitrate UL >^ 2 ： なし（初期値）または5,76〇 
く Maximum bitrate 〇し〉※ 2 :なし（初期値）または7,232 

※ l :< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

※2 :く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り 
最大通信速度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますが、5,76◦および 
7,232を設定した場合はこれらの値以外での速度の接続は許容しないため、パケット通信がつながらない場 
合がありますのでご注意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGEQMIN =? :設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 


48 



• コマンド実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。 （1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGEQMIN =5 

OK 

(2) 上り5,76 Okbps / 下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が6の場合） 
AT + CGEQMIN =6，, 5760,7232 

OK 

(3) 上り5,76 0 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が7の場合） 
AT + CGEQMIN =7，，5760 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が8の場合） 
AT + CGEQMIN =8,，，7232 

OK 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみで初期値としても設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 


• パラメータ説明 

< cid >^ :1〜1〇 

※： < cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ 二：すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGEQREQ =? :設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

• コマンド実行例 

以下の1パターンのみ設定できます。各 cid に初期値として設定されています。 

上り5, 760 kbps / 下り7,232 kbps の速度で接続を要求する場合のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGEQREQ =5 

OK 

モデムポートコマンドの設定値の保存について 


AT + CGDCONT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定 （ P .25) 、 AT + CGEQMIN/AT + CGEQREQ コマンドに 
よる QqS 設定、 AT * DGAPL / AT * DGARL / AT * DGANSM コマンドによる着信許可•拒否設定、 AT * 
DGPIR コマンドによるバケット通信の番号通知/非通知の設定および AT + CUR コマンドによる 64 K データ通信発 
信時の番号通知/非通知の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端末の電源 0 FF /0 N 時に初期化されて 
しまいますので、ご注意ください。なお、 [& W ] が付いているコマンドについては、設定後に 
AT&W - 

と入力することにより保存できます。このとき、 [& W ] が付いている他の設定値も同時に保存されます。これらの 
値は、電源 0 FF /0 N 後であっても、 

ATZ ffl 

と入力することにより、設定値を呼び戻すことができます。 
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| jj ザルトコー上 


■ データ通信に関するリザルトコード 


数字表示 

文字表 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信が来ています。 

3 

N0 CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることができません。 

6 

N0 DIALT0NE 

ダイヤル1ンの検出ができません。 

フ 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

N0 ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• &E ◦の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間速度64,00 0bps で接続しました。 

125 

CONNECT 384000 

F0MA 端末一基地局間速度384,000 bps で接続しました。 

133 

CONNECT 3648000 

F0MA 端末一基地局間速度3,648, OOCIbps で接続しました。 

135 

CONNECT 7232000 

F0MA 端末一基地局間速度7,232, OOCtbps で接続しました。 


.&E1 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度1,200 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度2, 400bps で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

F0MA 端末一 PC 間速度4, 800bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

F0MA 端末一 PC 間速度7, 200bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度9, 600bps で接続しました。 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度1 4,400bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度19, 200bps で接続しました。 

1フ 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度38, 400bps で接続しました。 

18 

CONNECT 57600 

FOMA 端末一 PC 間速度57,60 0bps で接続しました。 

19 

CONNECT 1 15200 

FOMA 端末一 PC 間速度115,200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度230, 400bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度460, 800bps で接続しました。 


■ 通信プロトコ J レリザ J レトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続（巳 C=UDI、+CBST=1 16,1,0) 

3 

AV64K 

AV (テレビ電話） [64K] で接続 

5 

PACKET 

パケットで接続 


おしらせ 


• ATV/7 コマンド （P.47) が/7=1に設定されている場合には文字表示形式（初期値）、二◦に設定されている 
場合には数字表示形式でリザルトコードが表示されます。 

•従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、 FOMA 端末一 PC 間は 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）や Bluetooth 通信で接続されているため、実際の接続速度 
と異なります。 

争 「RESTRICTION」 （数字表示：100)が表示された場合には、通信ネットワークが混雑しています。しばらく 
してから接続し直してください。 
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1^1 ザルトコードの表示例 

■ ATXO が設定されている場合 

AT ¥ V /? コマンド （ P .45) の設定に関係なく接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 

■ ATX 1 が設定されている場合 

•ATXK AT ¥ VO が設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに 、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

• ATX 1 、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 

CONNECT < F 0 MA 端末一 PC 間の速度> PACKET <接続先 APN > / <上り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間) 
の最高速度>/<下り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度> 

以下の例は、 mQpera . ne . jp に、送信最大5,44 0 kbps 、 受信最大7,232 kbps で接続したことを表します 0 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET mQpera . ne . jp /5440/7232 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 21 5 

※： ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しく行えない場合があります。 AT ¥ V ◦だ 
けでのご利用をおすすめします。 

L 切断理由一覧 


■パケット通信 


値 

理由 

26 

2フ 

APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手側が呼び出し中のため通信ができません。 

21 

相手側が通信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプシヨンが有効ではありません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 
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